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「
30
年
に
一
度
」
と
い
う
豪
雨
災
害

「
30
年
に
一
度
」
と
い
う
豪
雨
災
害

翌日になっても引かない水に困惑する住民

（８月３日　鷹巣字北中家下 地内）

翌日になっても引かない水に困惑する住民

（８月３日　鷹巣字北中家下 地内）



○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
）

○
北
秋
田
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
・
第
６
号
）

○
令
和
４
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

○
令
和
４
年
度
各
事
業
会
計
補
正
予
算

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定

　

（
20
会
計
）

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

9
月
定
例
会
の
主
な
議
事

令和４年

９月定例会

令和４年

９月定例会

災
害
関
連
補
正
予
算
な
ど

　

34
億
７
８
３
４
万
９
千
円
を
追
加

災
害
関
連
補
正
予
算
な
ど

　

34
億
７
８
３
４
万
９
千
円
を
追
加

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

【
再
任
】
柴
田 

榮
則　

氏
（
五
味
堀
）

【
再
任
】
吉
田 

幸
子　

氏
（
川
井
）

　

令
和
４
年
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会

は
、
９
月
12
日
か
ら
10
月
11
日
ま
で
の
30

日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
承
認
１
件
、
条
例
案

１
件
、
補
正
予
算
案
５
件
、
単
行
議
案
５
件
、

認
定
20
件
、
陳
情
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

い
ず
れ
も
可
決
及
び
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
、
８
月
の
豪
雨
災

害
に
伴
う
災
害
復
旧
費
等
を
盛
り
込
ん
だ

一
般
会
計
補
正
予
算
や
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
、
発
議
案
４
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
可
決
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

人

事

案

件

令
和
４
年
度 

一
般
会
計
予
算

令
和
４
年
度 

一
般
会
計
予
算

◎令和４年度一般会計補正予算

　今定例会に上程された令和４年度一般会計補正予算は、34億7,834万

9,000 円で、総額は 273 億 2,616 万 8,000 円となりました。

　主な事業とその予算額は次のとおりです。

主な補正予算 予算額

ふるさと納税事業

地方交通対策事業

マイナンバーカード出張申請事業

新型コロナウイルスワクチン接種事業

秋田内陸線災害復旧支援事業

災害り災者自立支援金支給事業

農業経営等復旧・再開支援対策事業

農業・漁業経営フォローアップ資金利子補給事業

農地農業用施設災害復旧事業

林業施設災害復旧事業

公共土木施設災害復旧事業

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援事業

エネルギー・食料品等価格高騰緊急支援事業

158,722千円

3,724千円

8,811千円

3,504千円

93,700千円

700千円

64,794千円

1,942千円

1,769,984千円

85,572千円

336,600千円

285,090千円

86,972千円
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皆さまからの請願・陳情と意見書提出

原油価格・物価高騰への対策強化を求める意見書

提出についての陳情

件　　　名

請 願 ・ 陳 情 者 氏 名 結果 意見書

北秋田市商工会

会長　藤岡　茂憲
採択 提出

賛
成
・
反
対
討
論

賛
成
・
反
対
討
論

 

▼
認
定
第
１
号

 

反
対
討
論　

久
留
嶋 

範
子  

議
員　

　

コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

の
も
と
、
キ
テ
ィ
事
業
を
計
上
。
や
め
る

決
断
が
一
年
遅
く
、
一
方
で
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
減
ら
し
た
。
無
駄
な
金
を
支
出
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
削
り
市
民
を
困
ら
せ
た
。

 

賛
成
討
論　

永
井 

昌
孝  

議
員

　

監
査
報
告
書
に
も
あ
る
と
お
り
、
普
通

会
計
に
お
け
る
経
常
収
支
比
率
は
1
．
2

ポ
イ
ン
ト
、
実
質
公
債
費
率
が
0
．
8
ポ

イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率
が
19
．
8
ポ
イ

ン
ト
改
善
さ
れ
て
お
り
適
正
で
あ
る
。

 

反
対
討
論　

福
岡 

由
巳  

議
員

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標

で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は
94
．
２
％
と
依

然
高
止
ま
り
。
早
期
に
平
成
27
年
度
時
の

80
％
以
内
に
抑
え
る
べ
き
。
「
自
由
に
使

え
る
カ
ネ
が
６
％
弱
」
で
は
厳
し
い
財
政
。

 

▼
認
定
第
18
号

 

反
対
討
論　

三
浦 

倫
美  

議
員　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の

補
助
金
に
よ
る
増
収
は
一
時
的
で
あ
り
、

地
域
医
療
拡
充
、
病
床
稼
働
率
向
上
、
病

院
経
営
改
善
へ
の
根
幹
で
あ
る
医
師
確
保

強
化
の
予
算
が
不
足
し
て
お
り
反
対
す
る
。

○：賛成　●：反対　▼：欠席もしくは退席　除：除斥賛否が分かれた議案等の表決状況

久
留
嶋
範
子

堀
部　

 
壽

永
井　

昌
孝

杉
渕　

一
弘

虻
川　

 

敬

福
田　

牧
子

中
嶋　

洋
子

松
橋　

久
敏

佐
藤　

光
子

板
垣　

 

淳

佐
藤　

文
信

佐
藤　

重
光

五
代
儀
義
富

小
笠
原　

寿

福
岡　

由
巳

佐
々
木
正
史

長
崎　

克
彦

採
決
結
果

所属会派・議員氏名
　　　　　採決結果

議　案　名

日本共産党
議員団

未来
きたあきた

無
会
派

新創会

三
浦　

倫
美

【令和４年９月定例会／令和４年10月11日採決】

※議長は、過半数で議決すべき場合「議員として議決に加わる権利を有しない」とされているため、採決には加わりません。

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

認
定○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

清明会
公
明
党

認定第１号　令和３年度北秋田市一般会計

歳入歳出決算の認定について

認定第18号　令和３年度北秋田市病院事

業会計決算の認定について

 

賛
成
討
論　

永
井 

昌
孝  

議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

限
や
計
画
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
面

が
多
数
あ
っ
た
な
か
、
し
っ
か
り
と
状
況

を
判
断
し
、
政
策
を
打
ち
出
し
て
滞
り
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
業
務
を
執
行
さ
れ
た
。

 

反
対
討
論　

福
岡 

由
巳  

議
員　

　

開
院
11
年
、
減
価
償
却
費
で
あ
る
納
付

金
が
初
め
て
納
付
。
今
後
も
継
続
す
べ
き
。

救
急
患
者
の
対
応
、
患
者
の
圏
域
外
流
出

60
％
、
待
合
時
間
が
長
い
等
を
改
善
す
る

た
め
常
勤
医
師
の
大
幅
増
員
こ
そ
重
要
。

「認定第１号　令和３年度北秋田市一般会計歳入歳出決算の認定について」の起立採決「認定第１号　令和３年度北秋田市一般会計歳入歳出決算の認定について」の起立採決
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認
定



　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
予
算
案
４
件
で
し
た
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
審
査
で
は
、
高
齢
者
生
き
が

い
活
動
促
進
事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
「
農
業
と
福
祉
の

連
携
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
が
地

元
の
農
作
物
の
調
理
、
販
売
等
を

通
し
て
、
介
護
予
防
を
図
る
取
組

に
対
す
る
補
助
金
と
の
説
明
が
あ

っ
た
が
、
具
体
的
な
事
業
内
容

は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か

ら
は
「
設
備
の
整
備
費
と
運
営
費

の
部
分
が
該
当
に
な
る
。
ま
た
、

事
業
の
応
募
の
段
階
で
は
、
遊
休

施
設
と
な
っ
て
い
る
旧
自
治
会
館

の
改
修
費
用
と
、
食
品
衛
生
法
上

の
許
可
を
得
る
た
の
冷
蔵
庫
等
の

設
備
に
該
当
す
る
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
の
審
査
で
は
、
委
員
か
ら

「
収
益
が
上
が
っ
た
理
由
の
説
明

が
あ
っ
た
が
、
引
き
続
き
、
そ
の

状
況
が
保
て
る
よ
う
な
状
況
に
あ

る
の
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
当

局
か
ら
は
「
令
和
４
度
以
降
の
見

通
し
と
し
て
は
、
指
定
管
理
業
務

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
承
認
１
件
、
条
例
案
１
件
、

予
算
案
１
件
、
単
行
議
案
３
件
の

計
６
件
で
し
た
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
総
務
部
・
総
合
政
策
課
の
審

査
で
は
、
大
館
能
代
空
港
３
便
化

定
着
に
向
け
た
事
業
と
し
て
、
12

月
か
ら
実
施
予
定
で
あ
っ
た
片
道

５
千
円
の
増
額
助
成
を
10
月
に
前

倒
し
す
る
た
め
の
補
正
に
対
し
、

委
員
か
ら
「
利
用
者
は
市
と
県
に

そ
れ
ぞ
れ
申
請
が
必
要
で
あ
る
が
、

利
便
性
を
上
げ
る
た
め
、
窓
口
を

一
つ
に
し
、
１
回
の
申
請
で
済
ま

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

２
つ
を
合
わ
せ
往
復
２
万
円
の
割

引
き
と
し
て
宣
伝
す
れ
ば
、
イ
ン

パ
ク
ト
も
大
き
く
な
る
の
で
は
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は

「
利
用
者
か
ら
、
２
回
の
申
請
は

手
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
声
は
聞

こ
え
て
い
る
。
県
は
旅
行
会
社
に

委
託
し
て
審
査
し
て
い
る
が
、
連

携
で
き
る
か
今
後
協
議
を
行
い
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
・
学
校
教
育
課
の

審
査
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
た
家
庭
学
習
の
推
進
の
た

め
、
不
適
切
な
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
防
止
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

 

前
年
度
は
収
益
増
も

　
　
　
　

今
後
の
見
込
み
は

 

前
年
度
は
収
益
増
も

　
　
　
　

今
後
の
見
込
み
は

　[委員長]小笠原 寿　[副委員長]五代儀義富　[委員]福田牧子／堀部　壽／板垣　淳／佐藤文信

総務文教常任委員会  住宅の無償譲渡の選考基準は 住宅の無償譲渡の選考基準は

　[委員長]佐藤重光　[副委員長]三浦倫美　[委員]虻川　敬／佐々木正史／中嶋洋子／佐藤光子

市民福祉常任委員会  北秋田市病院事業収益増へ 北秋田市病院事業収益増へ

９月定例会　常任委員会審査９月定例会　常任委員会審査

グ
ソ
フ
ト
の
使
用
料
に
係
る
追
加

補
正
に
対
し
、
委
員
か
ら
「
こ
の

事
業
は
市
の
教
育
委
員
会
と
し
て

考
え
て
実
施
す
る
事
業
な
の
か
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は

「
予
算
は
市
独
自
と
な
る
が
、
文

部
科
学
省
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

単
行
議
案
の
財
産
の
無
償
譲
渡

に
つ
い
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
委

員
か
ら
「
移
住
者
の
選
考
基
準
は
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は

「
子
供
が
い
る
世
帯
や
若
い
夫
婦

で
、
将
来
的
に
移
住
し
て
子
育
て

さ
れ
る
世
帯
等
を
考
慮
し
て
選
定

し
た
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

全
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

（
委
員
長　

小
笠
原 

寿
）

の
収
支
決
算
は
厳
し
い
状
況
が
続

く
と
見
込
ん
で
お
り
、
令
和
３
年

度
の
よ
う
に
余
剰
金
を
生
み
出
す

こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

主
な
理
由
と
し
て
、
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
触
れ
「
外
来
と
入
院

患
者
数
が
減
り
、
ま
た
、
不
採
算

地
区
中
核
病
院
の
政
策
的
医
療
交

付
金
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。
更
に
コ
ロ

ナ
の
関
連
補
助
金
に
つ
い
て
も
、

昨
年
同
様
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も

確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
ほ
か

建
物
、
機
械
の
老
朽
化
に
よ
る
更

新
も
必
要
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

予
算
案
４
件
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

佐
藤
重
光
）

北秋田市民病院

人口減少の歯止め策として

無償譲渡した住宅無償譲渡した住宅

市議会だより ぎかいの杜 04



　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
承
認
１
件
、
予
算
案
２
件
、

単
行
議
案
２
件
、
陳
情
１
件
の
計

６
件
で
し
た
。

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
令

和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

農
林
課
関
連
で
は
、
委
員
か
ら
「
今

日
の
予
算
は
、
８
月
15
日
現
在
ま

で
に
調
査
し
た
結
果
で
予
算
計
上

し
た
も
の
か
」
と
の
質
疑
に
、
当

局
か
ら
は
「
８
月
15
日
現
在
で
早

急
に
国
へ
補
助
申
請
を
行
う
た
め
、

必
要
な
予
算
を
計
上
し
た
も
の
で

あ
る
」
と
、
ま
た
、
委
員
か
ら
「
そ

の
他
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
補
正

で
対
応
す
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
、

当
局
か
ら
「
そ
の
他
の
工
事
費
等

は
、
今
議
会
で
追
加
提
案
を
し
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
農
林
課
関
連
で
は
、
委

員
か
ら
「
ナ
ラ
枯
れ
等
防
除
委
託

に
つ
い
て
、
ナ
ラ
枯
れ
の
現
在
の

被
害
状
況
は
ど
う
か
」
と
の
質
疑

に
、
当
局
か
ら
は
「
今
年
度
予
定

し
た
部
分
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
被
害

が
広
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
た

め
、
市
全
体
で
も
広
が
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、

ま
た
、
委
員
か
ら
「
監
視
体
制
は

ど
う
対
応
し
て
い
る
か
」
と
の
質

市民福祉常任委員会 産業建設常任委員会総務文教常任委員会

閉 会 中 の 所 管 事 務 調 査  委 員 長 報 告 （ 抜 粋 ）閉 会 中 の 所 管 事 務 調 査  委 員 長 報 告 （ 抜 粋 ）

　８月 24 日に『畜産振興（（株）

ノースランド新養豚場）について』

の調査を実施しました。

　新養豚場は、北秋田市七日市字

門ケ沢地内に今年３月に完成して

います。当局から施設の概要や生

産計画について説明を受け、質疑

を行いました。委員から「年出荷

頭数について、前の所管事務調査

時から減った理由は」との質疑が

あり、担当者からは「今の計画は

年２万 6000 頭であるが、追加の

施設整備が予定されており、出荷

頭数は前に示した年６万数千頭規

模になる」と答弁がありました。

現地では会社の案内で、豚舎や糞

尿処理施設を視察しました。

（文責者：副委員長　松橋敏久）

　８月４日に「もろびこども園」

と「北秋田市障害者生活支援セン

ター（ささえ）」の調査を実施し、

説明を受け質疑をしました。

　「もろびこども園」は、障害の

ある児童への日常生活に必要な指

導及び訓練を行うことにより、児

童の育成を助長することを目的に

設立され「児童発達支援」「放課

後等デイサービス」「保育所等訪

問支援」の事業を行っている。

　「ささえ」は、障害者その家族

等からの相談、日常生活上必要な

訓練・指導、本人援助活動、権利

擁護等への援助を行い、障害者の

自立と社会参加の促進を目的に活

動しているとの説明を受けました。

（文責者：副委員長　三浦倫美）

　８月９日、４月にリニューアル

された『合川公民館について』の

調査を実施しました。

　大型の展示物に対応したホール

への搬入口や、イベント時に近隣

に配慮した防音設計、さらには長

時間の停電に備えた自家発電シス

テム等の最新設備に加えて、迎え

に来た保護者を見つけやすいよう

に窓に面したスタディコーナーや、

キッズコーナーに導入した木の玩

具も好評で良い施設が出来たと感

じました。水害の避難所としての

使用に適さないという事について

は、質疑がありましたが、そのこ

とも前提として検討が重ねられた

事の説明を受けました。

（文責者：副委員長　五代儀義富）

　[委員長]杉渕一弘　[副委員長]松橋久敏　[委員]永井昌孝／長崎克彦／福岡由巳／久留嶋範子

産業建設常任委員会  大野台ハイランド体育館の今後は 大野台ハイランド体育館の今後は

３つの常任委員会で議案を審査３つの常任委員会で議案を審査

疑
に
、
当
局
か
ら
は
「
市
の
業
務

と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
で
は
な

い
が
、
県
の
担
当
か
ら
の
情
報
や

報
告
に
基
づ
い
て
予
算
化
し
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

商
工
観
光
課
関
連
で
は
、
委
員

か
ら
「
大
野
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
体
育

館
の
今
後
に
つ
い
て
、
解
体
も
あ

り
得
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な

予
定
か
」
と
の
質
疑
に
、
当
局
か

ら
は
「
昭
和
60
年
に
建
設
さ
れ
た

も
の
で
、
老
朽
化
も
激
し
い
。
今

後
の
利
用
状
況
等
を
勘
案
し
、
存

続
は
非
常
に
難
し
く
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
中
の
個
別
施

設
計
画
で
も
廃
止
の
方
向
で
検
討

し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

杉
渕
一
弘
）

解体の方向で検討

ハイランド体育館ハイランド体育館

05 市議会だより ぎかいの杜



市議会だより ぎかいの杜 06

令和３年度　各会計決算を審査令和３年度　各会計決算を審査

決算特別委員会決算特別委員会

　

９
月
12
日
に
決
算
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
委
員
長
と
副
委

員
長
を
互
選
し
た
ほ
か
、
よ
り

詳
細
な
審
査
を
行
う
た
め
、
審

査
は
常
任
委
員
会
を
分
科
会
と

し
て
位
置
付
け
た
「
分
科
会
方

式
」
で
行
う
こ
と
と
し
、
分
科

会
委
員
長
は
各
常
任
委
員
長
が

務
め
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

［
委 
員 

長
］
長
崎 

克
彦　

［
副
委
員
長
］
久
留
嶋
範
子

［
分
科
会
委
員
長
］

　

総
務
文
教　

小
笠
原 

寿

　

市
民
福
祉　

佐
藤 
重
光

　

産
業
建
設　

杉
渕 
一
弘

今定例会には令和３年度各会計決算の認定 20 件が提出されました。今定例会には令和３年度各会計決算の認定 20 件が提出されました。

総

務

文

教

分

科

会

　

各
分
科
会
の
審
査
の
中
で
出

さ
れ
た
質
疑
及
び
答
弁
を
要
約

し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
事
業
が
４

年
目
の
令
和
３
年
度
で
終
了
し

た
。
終
了
に
あ
た
り
事
業
全
体

を
ど
う
総
括
し
て
い
る
か
。

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
４
年
間
、

事
業
を
展
開
し
、
こ
の
間
、
市

の
イ
メ
ー
ジ
な
ど
も
高
ま
っ
た

と
判
断
し
て
い
る
。
賛
否
両
論

あ
っ
た
も
の
の
、「
市
の
イ
メ
ー

ジ
が
良
く
な
っ
た
」
「
夢
を
与

え
て
く
れ
た
」
な
ど
の
声
も
あ

り
、
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
。

　
　

市
の
空
き
施
設
に
つ
い
て
、

今
後
の
活
用
や
解
体
な
ど
の
計

画
は
。
ま
た
、
老
朽
化
し
て
危

険
な
施
設
の
貸
付
け
に
問
題
が

な
い
か
。

　
　

公
共
施
設
管
理
計
画
で
、

用
途
別
に
方
向
性
を
示
し
て
お

り
、
長
期
的
な
視
点
を
持
っ
て

更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
な

ど
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
く
。

危
険
な
施
設
の
貸
付
け
に
つ
い

て
は
、
事
務
所
の
移
転
に
向
け
、

準
備
を
進
め
る
よ
う
要
請
す
る
。

　
　

選
挙
の
投
票
環
境
が
変
化

す
る
中
、
選
挙
当
日
の
投
票
時

間
の
繰
上
げ
な
ど
、
有
権
者
の

利
便
性
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な

く
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ

き
で
は
。

　
　

す
で
に
２
時
間
又
は
１
時

委
員

間
の
投
票
時
間
の
繰
上
げ
を
実

施
し
て
お
り
、
県
内
市
町
村
で

も
２
時
間
を
超
え
る
繰
上
げ
は
、

ほ
ぼ
無
い
。
ま
た
、
選
挙
ご
と

に
投
票
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
選
挙
間
で

整
合
性
が
と
れ
な
く
な
り
、
更

に
は
選
挙
人
に
混
乱
を
来
た
す

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

状
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

　
　

食
の
自
立
支
援
事
業
委
託

の
食
数
１
日
１
食
へ
の
変
更
は

利
用
者
の
健
康
維
持
、
食
の
自

立
支
援
の
面
か
ら
後
退
で
あ
り
、

変
更
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
　

こ
の
事
業
は
、
在
宅
生
活

に
お
い
て
、
高
齢
で
調
理
が
困

難
な
方
に
対
し
、
自
立
し
た
食

生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
で
、

安
否
確
認
を
兼
ね
て
食
事
を
提

供
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

全
面
的
に
食
事
を
提
供
す
る
こ

と
は
、
食
の
自
立
支
援
と
い
う

目
的
を
鑑
み
た
と
き
に
、
心
身

機
能
の
低
下
を
招
く
と
い
う
観

点
か
ら
食
数
制
限
し
た
も
の
で
、

　議会では、広範囲に及ぶ決算審査を専門的かつ効率的に行うため、

９月 12 日の本会議において、議長と議会選出監査委員を除く 16 人

の議員を委員とした決算特別委員会を設置しました。

９
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催

～
委
員
長
に
長
崎
克
彦
委
員
～

決算特別委員会

総務文教分科会

市民福祉分科会

産業建設分科会

決算特別委員会（全体会）

分科会の報告を基に審査

本会議

分科会での審査の

結果を報告

決算特別委員会の

審査結果を報告

認定の可否決定

審
査
を
分
割

審査の流れ

答
弁

委
員

答
弁

委
員

答
弁

委
員

答
弁 市

民

福

祉

分

科

会

分科会ごとの市長に対する総括質疑



《
本
会
議・最
終
日
》

決
算
特
別
委
員
長
の
審
査
報
告

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

事
件
は
20
件
で
あ
り
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
に
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
９
月
26
日
、

27
日
に
３
つ
の
分
科
会
に
よ

る
審
査
を
行
い
、
10
月
４
日

に
は
市
長
に
対
す
る
総
括
質

疑
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

認
定
第
１
号
「
令
和
３
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
」
の
審
査

で
は
、
反
対
と
賛
成
の
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
「
経
常
収

支
比
率
等
は
改
善
し
て
い
る

も
の
の
、
高
止
ま
り
の
状
況

で
、
更
に
改
善
を
求
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

の
反
対
討
論
、
一
方
で
「
緊

急
経
済
対
策
な
ど
様
々
な
対

策
を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
推
進
に
よ
り
、

増
収
に
努
め
て
い
る
」
と
の

賛
成
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

認
定
第
２
号
か
ら
認
定
第

17
号
ま
で
の
16
件
の
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
全

会
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

認
定
第
18
号
「
令
和
３
年

度
病
院
事
業
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
の
審
査
で
は
、

反
対
と
賛
成
の
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
「
決
算
の
業
績
は

い
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
と
の
関
わ
り
を
も
っ
と
分

析
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の

反
対
討
論
、
一
方
で
「
病
院

事
業
は
変
動
が
大
き
い
事
業

で
あ
り
、
単
年
度
で
判
断
す

る
に
は
難
し
く
、
長
い
目
で

見
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
賛

成
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

認
定
第
19
号
と
認
定
20
号

の
２
件
の
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
認
定
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長　

長
崎 

克
彦

決算特別委員会決算特別委員会
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変
更
後
も
本
市
の
サ
ー
ビ
ス
は

高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

　
　

地
域
医
療
の
拡
充
と
経
営

改
善
の
根
幹
で
あ
る
医
師
確
保

へ
の
予
算
が
不
足
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。

　
　

医
師
確
保
対
策
の
大
き
な

柱
と
し
て
、
北
秋
田
市
民
病
院

開
院
当
初
か
ら
、
北
秋
田
市
民

病
院
常
勤
医
師
奨
励
金
制
度
を

設
け
、
医
師
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
当
院
の
医
師
充
足
率

は
、
開
院
か
ら
平
成
29
年
度
ま

で
は
１
０
０
％
に
満
た
な
い
状

況
が
続
い
た
も
の
の
、
平
成
30

年
度
か
ら
は
１
０
０
％
を
超
え
、

令
和
３
年
度
は
１
３
８
．
１
％

の
充
足
率
を
確
保
す
る
な
ど
、

本
制
度
は
医
師
が
勤
務
す
る
病

院
を
選
択
す
る
際
の
動
機
付
け

の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
で
、
常

勤
医
師
が
い
な
い
診
療
科
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
者
等

に
働
き
か
け
、
な
お
一
層
の
医

師
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　

遊
休
農
地
の
面
積
は
前
年

と
比
較
し
て
ど
う
か
。

　
　

昨
年
は
25
㏊
で
、
そ
の
前

は
10
㏊
台
で
あ
っ
た
。
今
年
は

13
㏊
程
度
の
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

森
吉
山
荘
と
ク
ウ
ィ
ン
ス

森
吉
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

は
市
の
直
営
で
運
営
と
な
っ
た

が
、
そ
の
要
因
を
ど
う
分
析
し

て
い
る
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る

行
動
制
限
な
ど
、
観
光
入
込
客

の
先
行
き
を
見
通
せ
ず
収
入
見

込
み
を
立
て
に
く
い
状
況
で

あ
っ
た
。

　
　

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
に
つ
い

て
は
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
た
と
見
て
い
る
か
。

　
　

換
金
状
況
か
ら
、
利
用
さ

れ
て
い
る
店
舗
を
見
る
と
、
大

委
員

答
弁

型
店
が
31
．
9
％
、
中
小
小
売

店
が
68
．
1
％
と
市
内
の
幅
広

い
店
舗
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、

地
元
経
済
へ
の
波
及
効
果
と
消

費
活
性
化
に
寄
与
し
た
と
考
え

て
い
る
。

　
　

ブ
ナ
森
線
は
、
８
月
の
災

害
で
全
線
通
行
止
め
と
な
っ
た
。

そ
れ
以
前
か
ら
一
部
区
間
の
通

行
止
め
が
長
く
続
い
て
い
た
。

全
線
開
通
に
取
り
組
め
な
い
か
。

　
　

観
光
振
興
を
図
る
上
で
重

要
な
ル
ー
ト
と
認
識
し
て
い
る
。

国
の
「
公
共
土
木
災
害
復
旧
事

業
」
の
活
用
を
予
定
し
て
お
り
、

復
旧
に
向
け
て
全
力
で
取
組
む
。

　
　

下
水
道
事
業
維
持
の
た
め

今
後
の
考
え
方
は
。

　
　

使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

委
員

答
弁

応援チケットが経済活性化に

委
員

答
弁

委
員

答
弁

委
員

答
弁

委
員

答
弁

産

業

建

設

分

科

会
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８
月
の
豪
雨
災
害
に
対
し
、
家
屋
・

農
作
物
に
対
し
て
の
市
独
自
の
助
成
・

支
援
策
は
な
い
か
。
ま
た
、
例
年
で
あ

れ
ば
支
援
対
象
と
な
ら
な
い
小
災
害
に

も
支
援
を
。

　

農
作
物
は
、
被
災
に
よ
り
追
加
で
必

要
と
な
っ
た
病
害
虫
防
除
・
消
毒
薬
剤
・

再
生
産
に
向
け
た
種
苗
、
生
産
資
材
な

ど
の
購
入
経
費
な
ど
に
対
し
、
県
補
助

金
に
市
独
自
で
補
助
率
を
上
乗
せ
す
る

と
と
も
に
、
被
害
額
が
40
万
円
未
満
の

小
規
模
農
地
や
関
連
施
設
の
復
旧
に
つ

い
て
も
県
と
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
農

家
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
支
援
を
行

う
。
ま
た
、
営
農
資
金
融
資
と
し
て
、

県
及
び
金
融
機
関
と
協
議
を
図
り
な
が

ら
無
利
子
と
な
る
よ
う
利
子
補
給
を
実

施
す
る
。
住
宅
被
害
の
復
旧
支
援
策
と

し
て
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」

 

空
港
周
辺
に

　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
場
を

９月定例会　一般質問

（
清
明
会
）

 

小
笠
原 

寿

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

大きな被害が出た８月豪雨

 

小
笠
原 

寿 

議
員
（
Ｐ
８
）

◆
災
害
対
応
つ
い
て

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て

◆
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

 

福
田 

牧
子 

議
員
（
Ｐ
９
）

◆
感
染
症
対
策
・
予
防
接
種
の
推
進
に

つ
い
て

◆
地
域
医
療
・
在
宅
医
療
に
つ
い
て

◆
地
域
防
災
対
策
に
つ
い
て

 

松
橋 

久
敏 

議
員
（
Ｐ
９
）

◆
改
正
食
品
衛
生
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◆
林
業
振
興
に
つ
い
て

◆
義
務
教
育
学
校
阿
仁
学
園
に
つ
い
て

 

板
垣　

淳 

議
員
（
Ｐ
10
）

◆
安
倍
元
首
相
の
国
葬
に
つ
い
て
の
市

の
対
応

◆
統
一
教
会
に
対
す
る
市
の
対
応

◆
学
校
教
育
に
つ
い
て

活
か
そ
う
市
民
の
声

活
か
そ
う
市
民
の
声

一
般
質
問

一
般
質
問

　

一
般
質
問
は
、
９
月
15
日
・
16
日

の
２
日
間
で
行
わ
れ
、
11
人
の
議
員

が
登
壇
し
ま
し
た
。

市
政
を
問
う
!

市
政
を
問
う
!

に
よ
り
、
工
事
費
の
一
部
に
補
助
を
行

う
な
ど
支
援
策
を
講
じ
る
。

　

観
光
ル
ー
ト
と
さ
れ
る
道
路
な
ど
を

早
期
復
旧
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

　

国
の
「
公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
」

の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
が
、
国
に
よ

る
災
害
査
定
に
２
か
月
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
後
の
工
事
着
手
と
な
る
。

　

大
館
能
代
空
港
の
所
在
地
で
あ
る
北

秋
田
市
は
、
県
北
の
玄
関
口
と
し
て
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
不
安
を
解
消
す
べ
き
と
考
え
る
。
安

全
安
心
な
社
会
経
済
活
動
の
継
続
に
寄

与
す
る
た
め
、
設
置
場
所
を
提
供
し
て

で
も
民
間
事
業
者
の
検
査
セ
ン
タ
ー
を

誘
致
す
べ
き
と
思
う
が
市
長
の
考
え
は
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
感
染
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ ＡＱ

 

福
岡 

由
巳 

議
員
（
Ｐ
10
）

◆
８
月
の
大
雨
災
害
に
つ
い
て

 

虻
川　

敬 

議
員
（
Ｐ
11
）

◆
大
雨
被
害
に
つ
い
て

◆
当
市
の
観
光
に
つ
い
て

◆
道
の
駅
た
か
の
す
に
つ
い
て

◆
森
林
管
理
に
つ
い
て

◆
撤
去
さ
れ
た
元
町
跨
線
橋
に
つ
い
て

◆
鷹
巣
中
学
校
の
登
下
校
に
つ
い
て

 

久
留
嶋 

範
子 

議
員
（
Ｐ
11
）

◆
大
雨
災
害
に
つ
い
て

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対

策
に
つ
い
て

◆
湯
ノ
岱
温
泉
の
今
後
に
つ
い
て

 

五
代
儀 

義
富 
議
員
（
Ｐ
12
）

◆
市
の
道
路
行
政
に
つ
い
て

 

三
浦 

倫
美 

議
員
（
Ｐ
12
）

◆
大
雨
災
害
対
応
に
つ
い
て

 

佐
々
木 

正
史 

議
員
（
Ｐ
13
）

◆
第
２
次
北
秋
田
市
総
合
計
画
（
基
本

計
画
）
に
つ
い
て

◆
農
林
業
関
係
に
つ
い
て

◆
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
に
つ
い
て

 

佐
藤 

文
信 

議
員
（
Ｐ
13
）

◆
８
月
に
お
け
る
集
中
豪
雨
被
害
に
つ

い
て

◆
大
館
能
代
空
港
３
便
化
に
つ
い
て
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下
回
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
市
が
行
っ

て
い
る
「
民
有
林
造
林
事
業
費
補
助
金
」

の
活
用
に
よ
り
、
再
造
林
を
推
進
し
て

い
く
。

　

ス
ギ
人
工
林
資
源
の
活
用
と
雇
用
の

場
を
確
保
す
る
た
め
、
大
型
製
材
工
場

を
誘
致
す
る
考
え
は
。

　

大
型
製
材
工
場
に
つ
い
て
は
、
隣
接

す
る
自
治
体
に
お
い
て
令
和
５
年
度
か

ら
誘
致
企
業
と
し
て
新
工
場
の
稼
働
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
原

木
供
給
及
び
市
内
事
業
者
の
素
材
調
達

へ
の
不
安
等
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
新

工
場
稼
働
後
の
状
況
等
、
今
後
の
動
向

を
見
守
る
。

　

義
務
教
育
学
校
阿
仁
学
園
に
お
け
る

教
科
教
室
型
授
業
の
継
続
、
施
設
整
備

方
針
に
つ
い
て
の
考
え
は

　

自
然
と
調
和
し
た
阿
仁
地
区
ら
し
い

学
校
を
目
指
し
て
整
備
す
る
方
針
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
学
校
か
ら
意
見
や
要
望
を
聴
取

し
、
３
校
の
校
長
と
協
議
を
重
ね
設
計

業
務
を
進
め
て
い
る
。
進
捗
状
況
を
保

護
者
や
関
係
者
に
も
丁
寧
に
説
明
し
て

い
く
。
教
科
教
室
に
つ
い
て
は
、
多
目

的
室
２
室
を
設
け
、
教
科
ご
と
の
指
導

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
運
動
施
設
の

体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
両
方
の
基
準
に
適
合
で
き
る
よ

う
設
計
業
務
を
進
め
て
い
る
。

９月定例会　一般質問

 

松
橋 

久
敏

（
清
明
会
）

　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢
献
す
る
再
造
林
の

推
進
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

「
第
２
次
北
秋
田
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
」
に
お
け
る
令
和
７
年
度
の

目
標
値
に
対
す
る
令
和
３
年
度
末
の
再

造
林
面
積
は
、
33
％
の
目
標
値
に
対
し

て
約
10
％
と
、
経
過
値
と
し
て
目
標
をスギ苗の植付作業

　

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
」
ワ
ク
チ
ン
の

男
性
へ
の
接
種
の
推
進
が
必
要
。
自
費

で
概
ね
３
回
、
５
～
６
万
円
。
世
界
の

39
か
国
で
公
費
助
成
に
よ
る
接
種
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
実
施
で
き
な
い
か
。

　

国
の
検
討
状
況
な
ど
の
動
向
を
見
て

感
染
予
防
と
自
己
負
担
軽
減
の
た
め
に

助
成
に
つ
い
て
医
師
会
と
も
協
議
し
、

検
討
し
て
い
く
。

　

帯
状
疱
疹
（
通
称
「
つ
づ
ら
ご
」
）
は
、

50
歳
以
上
に
な
る
と
免
疫
力
の
低
下
に

伴
い
発
症
し
、
発
疹
が
治
っ
た
後
も
神

経
に
沿
っ
て
痛
み
が
残
り
、
就
業
や
日

常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
。
予
防
ワ
ク

チ
ン
は
、
２
回
の
接
種
で
４
万
円
と
自

己
負
担
が
大
き
く
、
治
療
に
か
か
る
医

療
費
と
比
較
し
て
も
公
費
助
成
が
必
要

と
考
え
る
。
財
源
は
、
内
閣
府
が
「
各
自

治
体
の
判
断
で
臨
時
交
付
金
の
活
用
は

可
能
」
と
し
て
い
る
。
助
成
の
考
え
は
。

　

交
付
金
が
使
え
る
か
を
確
認
し
、
医

師
会
と
も
協
議
し
て
い
く
。

　

地
域
医
療
・
在
宅
医
療
を
担
う
医
師

の
確
保
。
阿
仁
診
療
所
の
内
科
常
勤
医

師
の
確
保
状
況
は
。

　

医
師
募
集
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
確
保
で
き
て
い
な
い
。

　

自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と
い
う
市

民
の
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
。
在
宅
で
看
取

り
を
す
る
に
も
阿
仁
地
域
に
医
師
が
い

な
い
。
こ
の
状
況
に
対
す
る
見
解
は
。

　

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
在
宅
医
療
の

充
実
に
取
り
組
む
。

　

避
難
行
動
支
援
者
の
「
個
別
避
難
計

画
作
成
」
の
進
捗
状
況
は
。

　

名
簿
を
作
成
し
関
係
機
関
と
情
報
共

有
し
て
い
る
。
個
別
避
難
計
画
は
今
年

度
か
ら
着
手
し
た
。

Ａ

 

医
療
・
福
祉

　
　

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

ＡＱＡ ＱＡ

Ｑ

Ｑ

Ａ Ｑ
た
い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

常勤医確保を推進する阿仁診療所

（
公
明
党
）

 
福
田 

牧
子

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

 

再
造
林
の
推
進
を Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド

ＡＱ

ＱＡＡＱ
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は
既
存
の
側
溝
で
対
応
で
き
る
と
考
え

て
お
り
、
七
丁
目
の
法
面
崩
壊
に
つ
い

て
は
状
況
を
確
認
し
、
国
に
災
害
復
旧

の
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

七
丁
目
、
四
丁
目
一
帯
は
、
側
溝
の

整
備
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
、
旧
合
川

高
跡
地
の
放
棄
地
状
態
が
加
わ
る
な
ど

か
ら
今
後
も
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
早

め
に
調
査
し
て
改
善
す
べ
き
で
な
い
か

　

担
当
課
で
調
査
し
進
め
た
い
。

　

松
ヶ
丘
集
落
で
は
、
度
重
な
る
宅
地

浸
水
に
及
ん
で
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ

の
た
び
の
大
雨
に
よ
っ
て
も
宅
地
浸
水

と
数
軒
で
ト
イ
レ
の
逆
流
が
あ
っ
た
。

早
急
に
改
善
す
べ
き
で
あ
る

　

排
水
路
の
一
部
が
破
損
し
て
い
た
の

で
、
速
や
か
に
修
繕
対
応
を
実
施
す
る
。

　

ト
イ
レ
の
逆
流
が
あ
っ
た
。
ト
イ
レ

は
公
共
下
水
道
。
こ
れ
と
冠
水
し
た
生

活
排
水
溝
は
関
係
な
い
の
か
。
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

調
査
し
確
認
す
る
。

　

杉
山
田
、
雪
田
地
域
に
つ
い
て
、
度

重
な
る
小
阿
仁
川
の
洪
水
に
よ
り
、
営

農
者
は
意
欲
を
な
く
し
て
い
る
。
懸
案

で
あ
る
そ
の
地
域
の
築
堤
を
急
ぐ
べ
き

で
な
い
か
。

　

築
堤
に
つ
い
て
は
、
小
阿
仁
川
水
系

対
策
委
員
会
等
を
通
じ
て
県
に
要
望
し

て
い
く
。

散
策
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
、
四
季
美
湖
へ

の
イ
ワ
ナ
放
流
な
ど
、
地
域
活
動
が
盛

ん
で
あ
る
。
統
合
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
活

動
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

新
た
な
統
合
先
で
協
議
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

教
育
委
員
会
は
議
会
に
「
米
内
沢
小

の
校
舎
も
校
名
も
校
歌
も
そ
の
ま
ま
で

前
田
小
が
廃
校
に
な
る
」
と
説
明
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
の
住
民
説
明
会
で
は

「
２
校
と
も
廃
校
に
し
て
、
新
し
い
校
名
、

校
歌
に
し
た
い
」
と
提
案
し
た
。
違
う

こ
と
を
報
告
す
る
と
は
、
と
ん
で
も
な

い
。
時
間
を
か
け
て
で
も
納
得
で
き
る

方
針
を
。

　

議
会
説
明
の
あ
と
、
前
田
地
区
の
住

民
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
、
あ
あ

い
っ
た
説
明
に
な
っ
た
。
再
度
、
住
民

説
明
会
を
開
い
て
方
向
性
を
考
え
た
い
。

　

こ
の
た
び
の
８
月
の
大
雨
に
よ
り
合

川
集
落
で
は
市
道
の
法
面
崩
落
や
床
下

浸
水
が
発
生
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
被

害
が
多
く
も
た
ら
さ
れ
た
。
早
急
に
改

善
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

こ
の
た
び
想
定
を
超
え
る
記
録
的
な

降
水
量
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も

の
と
認
識
し
て
お
り
、
通
常
の
雨
量
で

 

合
川
集
落
の

　
　

排
水
路
の
整
備
を

９月定例会　一般質問

（
無
会
派
）

 

福
岡 

由
巳

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

究明が必要な合川集落の法面崩落

　

安
倍
元
首
相
の
国
葬
は
、
憲
法
違
反

だ
し
世
論
も
反
対
多
数
。
市
は
弔
旗
掲

揚
や
黙
と
う
な
ど
を
市
民
に
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
。

　

市
民
に
弔
意
表
明
は
求
め
な
い
し
、

市
役
所
庁
舎
に
半
旗
を
掲
げ
る
こ
と
も

し
な
い
。

　

統
一
教
会
に
つ
い
て
。
正
体
を
隠
し

て
寄
付
や
イ
ベ
ン
ト
後
援
な
ど
で
市
町

村
に
近
づ
い
て
い
る
。
当
市
は
大
丈
夫

か
。
こ
の
機
会
に
総
点
検
し
た
ら
ど
う

か
。
ま
た
、
津
谷
市
長
自
身
は
関
わ
り

は
な
い
か
。

　

今
回
改
め
て
調
査
・
点
検
を
行
い
、

北
秋
田
市
で
は
関
わ
り
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。
私
自
身
も
一
切
関
わ
り
が

な
い
。

　

前
田
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
。
前

田
小
は
、
な
な
か
ど
登
山
、
冷
水
風
穴

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

板
垣
　
淳

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

Ａ

今後の前田小、納得できる方針を

ＱＡ Ｑ

Ａ

Ｑ

ＱＡ

ＡＡ ＱＡ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ Ｑ
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前
田
小
の
統
合
は

　
　
　
　

十
分
検
討
を



携
し
な
が
ら
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

全
国
的
に
猛
威
を
振
る
う
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
。
新
学
期
が
始
ま

り
、
児
童
・
生
徒
へ
の
感
染
も
懸
念
さ

れ
る
。
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

小
中
学
校
の
感
染
拡
大
対
策
と
し
て
、

県
配
布
の
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
す
で
に

13
校
で
活
用
し
て
い
る
。
定
期
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
と
な
る
と
医
療
従
事

者
の
負
担
も
生
じ
る
の
で
、
３
密
の
回

避
な
ど
基
本
的
な
対
策
が
必
要
。

　

７
月
に
市
営
「
湯
ノ
岱
温
泉
」
の
譲

渡
事
業
者
を
公
募
し
た
が
、
結
果
は
。

　

内
覧
会
に
は
２
人
の
参
加
が
あ
っ
た

が
、
応
募
申
込
に
は
至
ら
ず
、
今
後
も

引
き
続
き
市
が
運
営
す
る
。
行
政
と
し

て
一
定
の
役
割
は
終
え
つ
つ
あ
り
、
大

規
模
改
修
や
修
繕
は
難
し
い
。

　

道
の
駅
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

産
材
を
利
用
し
、
地
元
企
業
の
力
を
結

集
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
べ
き
で
は
。

　

木
造
化
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
豊
か

な
森
林
資
源
の
適
正
な
整
備
と
木
材
需

要
の
創
出
な
ど
、
地
元
産
木
材
の
利
用

促
進
が
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
る
の
で
、
施
設
規
模
等

の
検
討
と
合
わ
せ
て
判
断
し
て
い
く
。

９月定例会　一般質問

　

市
内
循
環
バ
ス
の
道
の
駅
た
か
の
す

へ
の
ア
ク
セ
ス
構
想
が
あ
る
が
、
開
始

時
期
と
ル
ー
ト
の
確
定
は
い
つ
頃
を
想

定
し
て
い
る
か
。

　

「
道
の
駅
た
か
の
す
」
へ
の
循
環
バ

ス
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
る
北
秋
田
市
公

共
交
通
計
画
を
策
定
す
る
中
で
市
全
体

の
公
共
交
通
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
既
存
バ
ス
路
線
と
の
関
係

や
ル
ー
ト
、
手
法
に
つ
い
て
精
査
の
上
、

北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
に
お
い
て
議
論
し
、
今
年
度
う
ち
に

そ
の
方
向
性
を
決
定
す
る
。

　

森
吉
山
の
国
立
公
園
の
大
規
模
拡
張

候
補
地
の
発
表
を
受
け
、
今
後
市
で
は

ど
う
動
い
て
い
く
か
。

　

森
吉
山
の
国
立
公
園
の
編
入
又
は
国

定
公
園
の
新
規
指
定
に
向
け
、
秋
田
県

や
関
係
市
町
村
と
連
携
し
、
市
民
及
び

地
元
諸
団
体
と
情
報
共
有
を
行
い
、
活

動
や
取
組
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

元
町
跨
線
橋
の
代
替
え
道
路
建
設
は
、

い
つ
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
市
民
へ
の

情
報
公
開
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

本
工
事
は
令
和
５
年
度
中
の
完
成
予

定
と
し
、
令
和
６
年
度
の
供
用
開
始
を

目
指
す
。
市
民
へ
の
情
報
公
開
は
、
10

月
を
め
ど
に
地
元
町
内
会
及
び
地
権
者

へ
の
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

久
留
嶋 

範
子

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

　

記
録
的
大
雨
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
各
部

署
任
せ
で
な
く
、
被
害
状
況
を
共
有
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

被
害
状
況
の
調
査
や
応
急
対
策
は
、

各
部
署
が
各
分
野
を
担
っ
て
い
る
が
、

適
宜
情
報
を
共
有
し
、
対
応
し
て
い
る
。

　

被
害
を
受
け
た
農
業
者
が
、
営
農
意

欲
を
失
わ
な
い
よ
う
十
分
な
支
援
を
。

　

農
業
経
営
等
再
開
支
援
事
業
に
よ
り
、

県
補
助
金
に
市
独
自
で
補
助
率
を
上
乗

せ
し
、
支
援
を
行
う
。

　

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
の
中
で

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
方
が
、
ど
こ

に
避
難
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
ま

た
、
避
難
所
ま
で
行
け
な
い
な
ど
、
不

安
な
思
い
で
過
ご
さ
れ
た
方
々
が
多
数

い
た
。
支
援
体
制
は
十
分
だ
っ
た
か
。

　

今
後
も
自
治
会
、
町
内
会
な
ど
と
連

今後も市直営の湯ノ岱温泉

 

道
の
駅
た
か
の
す

　
　
　
　

 

改
装
計
画
は

（
新
創
会
）

 
虻
川　

敬

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

現在の道の駅たかのす

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ＡＱ

ＡＱ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ

ＡＱ

 

被
災
し
た
農
業
者
に

　
　
　

 

十
分
な
支
援
を

ＡＱＱ

ＱＱ

Ａ

ＡＡ
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引
き
続
き
、
受
益
者
の
要
望
に
寄
り
添

い
、
営
農
意
欲
を
失
わ
せ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
県
と
も
連
携
し
て
取
り
組
む
。

　

秋
田
内
陸
線
復
旧
へ
の
解
決
策
は
。

　

米
内
沢
駅
か
ら
前
田
南
駅
間
の
10
か

所
で
路
盤
流
出
や
土
砂
流
入
、
倒
木
な

ど
の
被
害
が
あ
り
、
国
・
県
及
び
工
事

業
者
や
土
地
所
有
者
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、
年
内
全
線
運
行
を
目
指
す
。

　

側
溝
の
あ
ふ
れ
を
防
ぐ
改
善
策
は
。

　

破
損
等
に
よ
る
機
能
不
全
箇
所
は
、

計
画
的
に
改
善
し
て
お
り
、
全
市
一
斉

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で
市
内
各
自
治
会
等

の
自
助
・
共
助
で
土
砂
上
げ
を
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
高
齢
化
な
ど
で

泥
上
げ
が
困
難
な
地
域
に
は
、
要
請
が

あ
れ
ば
現
状
確
認
し
、
建
設
課
直
営
作

業
員
で
対
応
し
て
い
る
。

　

災
害
対
応
職
員
の
加
重
負
担
軽
減
を
。

　

長
期
に
及
ぶ
過
重
労
働
は
、
心
身
の

疲
労
や
業
務
能
率
の
低
下
を
招
く
た
め
、

他
部
署
と
の
連
携
を
図
り
、
適
宜
・
適

切
な
休
暇
取
得
を
奨
励
し
、
健
康
管
理

に
努
め
る
。
職
員
の
ス
ト
レ
ス
や
悩
み

な
ど
に
対
し
て
は
、
安
全
衛
生
委
員
会

で
相
談
窓
口
と
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

大
雨
被
害
、
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
の

三
重
苦
で
地
域
経
済
も
打
撃
を
受
け
る
。

市
民
応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
増
額
か
追
加
を
。

　

現
状
を
見
極
め
柔
軟
に
検
討
す
る
。

　

森
吉
地
区
桂
瀬
の
上
羽
立
の
農
業
用

た
め
池
と
下
羽
立
の
農
業
用
た
め
池
の

決
壊
に
よ
り
失
っ
た
水
源
の
復
旧
策
は
。

　

国
の
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
で
の
復
旧
を
目
指
し
、
概
算
被
害

額
を
基
に
し
た
分
担
金
の
見
込
み
な
ど
、

受
益
者
へ
の
説
明
と
、
補
助
災
害
へ
の

事
業
申
請
の
意
向
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

 

大
雨
災
害
の

　
　
　
　

復
旧
対
策
は

９月定例会　一般質問

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

三
浦 

倫
美

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
未
来
き
た
あ
き
た
）

 

五
代
儀 

義
富

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ため池決壊で失われた水源

Ａ

Ｑ

ＡＱ ＱＡＱＡＱ

Ａ
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元
町
跨
線
橋
撤
去
に
至
る
経
緯
は
。

　

老
朽
化
著
し
く
、
維
持
管
理
と
安
全

性
の
確
保
が
困
難
と
判
断
し
た
も
の
。

新
設
工
事
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
工
事

委
託
先
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
当
初
示
さ
れ

て
い
た
工
事
費
と
工
期
に
つ
い
て
大
幅

な
変
更
提
示
が
な
さ
れ
、
市
と
し
て
事

業
の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

歩
行
者
専
用
の
元
町
跨
線
橋
の
代
替

え
道
路
が
車
道
に
な
っ
た
経
緯
は
。

　

有
事
の
際
の
地
区
の
避
難
路
と
し
て

の
活
用
を
考
え
歩
車
道
と
し
た
。

　

「
跨
線
橋
架
け
換
え
工
事
」
と
し
て

の
事
業
目
的
を
果
た
さ
ぬ
ま
ま
「
見
直

し
案
」
で
事
業
を
終
え
る
の
か
。

　

代
替
え
道
路
の
完
成
を
も
っ
て
終
了

と
考
え
て
い
る

　

市
が
「
代
替
え
」
と
主
張
す
る
道
路

は
周
辺
住
民
か
ら
「
代
替
え
」
と
し
て

の
評
価
が
乏
し
く
、
こ
の
事
業
に
対
す

る
納
得
感
が
極
め
て
低
い
。
新
し
い
道

路
を
無
理
や
り
「
代
替
え
」
と
称
し
て

事
業
終
了
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

　

言
わ
ん
と
す
る
趣
旨
は
伝
わ
っ
た
。

道
路
の
名
称
も
含
め
、
も
う
一
度
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
い
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

　

鷹
巣
中
学
校
の
通
学
路
と
し
て
陸
橋

を
見
る
と
極
め
て
不
都
合
な
危
険
箇
所

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
改
善
の
考
え
は

な
い
か
。
ま
た
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置

等
の
対
策
を
講
ず
る
べ
き
は
な
い
か
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
・
確
保
は
、
各

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
要
望
を
受
け
て
市
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
鷹
巣
中
も
学
校
・
保
護
者
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
要
望
を
踏
ま
え
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ＡＱＡＱ

ＡＡ Ｑ

ＡＱＱ

こ
せ
ん
き
ょ
う

令和２年に解体された元町跨線橋

 

事
業
見
直
し
案
の

　
　
　

有
効
性
を
問
う



年
度
の
水
稲
作
付
ま
で
に
は
復
旧
で
き

な
い
見
通
し
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た

上
で
、
補
助
災
害
へ
の
事
業
申
請
の
意

向
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

内
陸
線
で
は
、
土
砂
の
流
入
や
路
盤

の
流
出
等
が
発
生
。
復
旧
の
見
通
し
と

対
策
は
。

　

年
内
の
全
線
運
行
再
開
を
目
指
し
て

い
る
。
災
害
復
旧
費
は
約
２
億
５
０
０

０
万
円
で
、
国
か
ら
６
２
５
０
万
円
、

県
と
市
が
６
２
５
０
万
円
、
会
社
負
担

分
と
し
て
１
億
２
５
０
０
万
円
発
生
す

る
が
、
県
と
市
で
協
調
補
助
に
つ
い
て

協
議
を
し
て
い
る
。

　

大
館
能
代
空
港
３
便
化
を
見
据
え
て

当
市
の
政
策
に
結
び
付
け
る
方
策
は
。

　

３
便
化
定
着
が
喫
緊
の
課
題
。
羽
田

乗
り
換
え
が
便
利
に
な
り
、
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
利
用
を
助
成
対
象
に
拡
大
す
る
。

９月定例会　一般質問

 

佐
藤 

文
信

（
新
創
会
）

　

８
月
の
豪
雨
で
河
川
の
流
れ
の
障
害

と
な
っ
た
土
砂
堆
積
の
撤
去
や
立
木
の

伐
採
な
ど
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

　

市
で
は
毎
年
、
河
川
維
持
工
事
と
し

て
、
浚
渫
工
事
や
護
岸
工
事
を
発
注
し

て
い
る
が
、
今
回
の
被
害
を
踏
ま
え
優

先
度
を
考
慮
し
て
実
施
す
る
。

　

森
吉
地
区
に
お
け
る
農
業
用
た
め
池

が
崩
落
し
、
用
水
確
保
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
。
復
旧
に
向
け
て
地
域
住
民
の

へ
の
説
明
会
の
実
施
は
。

　

去
る
８
月
26
日
に
当
該
た
め
池
の
受

益
者
で
あ
る
水
利
組
合
役
員
５
名
の
方

に
、
災
害
復
旧
事
業
の
概
要
を
知
ら
せ

て
い
る
。
ま
た
、
去
る
８
月
31
日
に
は
、

上
羽
立
集
落
で
座
談
会
を
開
催
し
、
概

算
被
害
額
及
び
復
旧
に
係
る
分
担
金
額
、

実
地
査
定
等
の
日
程
を
説
明
し
た
。
災

害
規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
令
和
５

川岸に堆積する大量の土砂

（
清
明
会
）

 
佐
々
木 

正
史

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

ＱＡ Ｑ

ＱＡ

Ａ  

土
砂
堆
積
撤
去
等

　
　
　

 

　

へ
の
対
応
は

し
ゅ
ん
せ
つ

ＱＡ
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滞
留
型
観
光
と
し
て
、
森
吉
山
ス
キ

ー
場
第
二
駐
車
場
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
を
整
備
で
き
な
い
か
。

　

現
在
、
北
秋
田
市
内
に
は
官
民
合
わ

せ
て
４
か
所
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
整
備
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
整
備
は

慎
重
に
考
え
た
い
。

　

北
秋
田
市
の
歴
史
文
化
を
見
学
・
体

験
さ
せ
関
係
人
口
の
増
加
を
促
す
た
め
、

合
川
地
区
の
小
中
校
生
を
対
象
に
猿
倉

人
形
芝
居
の
継
承
振
興
が
で
き
な
い
か
。

　

地
域
の
組
織
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
小
中

校
生
へ
の
伝
統
文
化
の
継
承
と
い
う
点

で
は
大
変
有
効
と
思
っ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種
競
技
の
ス
キ

ル
向
上
を
目
指
す
と
あ
る
が
、
小
中
学

校
に
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
を
取
り
込
め
な

い
か
。
ま
た
、
秋
田
北
鷹
高
校
に
ゴ
ル

フ
部
の
新
設
を
要
請
で
き
な
い
か
。

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
が
地
域
内
で
広
く

普
及
し
た
場
合
は
、
特
別
活
動
と
し
て

実
施
は
可
能
。
高
校
で
の
ゴ
ル
フ
部
新

設
は
学
校
長
の
裁
量
に
よ
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ

い
て
、
農
業
用
水
路
等
の
活
用
に
つ
い

て
検
討
で
き
な
い
か
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
。

　

農
業
用
生
産
資
材
の
高
騰
に
対
す
る

市
独
自
の
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

　

11
月
に
農
業
団
体
と
協
議
し
、
進
め

て
い
き
た
い
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
と
有
害
駆
除
に
迅
速

な
対
応
を
。

　

熊
に
関
し
て
は
、
原
則
、
県
の
対
応

に
な
る
が
、
人
的
被
害
な
ど
市
対
応
に

な
る
場
合
が
あ
る
。
即
時
対
応
し
て
い

る
認
識
だ
が
、
現
状
を
確
認
し
た
い
。

ＡＱ

Ａ

Ｑ

ＡＱＡ Ｑ ＡＱＡ Ｑ

森吉山スキー場

 

第
２
次
北
秋
田
市

　
　
　

 

　

総
合
計
画
は



の
メ
モ
が
で
き
な
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
上

の
メ
モ
は
で
き
る
が
細
か
い
字
に
対
応

が
難
し
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を
控
え
て
い
る

当
議
会
に
対
し
て
、
端
末
使
用
基
準
な

ど
を
定
め
て
お
い
た
方
が
い
い
の
で
は
、

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

品
川
区
で
は
、
区
民
と
の
意
見
交
換

会
は
、
全
区
民
対
象
に
呼
び
か
け
て
い

る
の
で
は
な
く
、
女
学
院
や
高
齢
者
ク

ラ
ブ
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
意
見
交
換
会
を
実
施
し

て
い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
目
指

す
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
議
会
機

能
の
強
化
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

両
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
当
議

会
で
も
更
な
る
議
会
改
革
へ
と
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

第４回臨時会　／　所管事務調査報告

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
７
月
12
日

に
東
京
都
町
田
市
、
13
日
に
品
川
区
で

所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
田
市
で
は
、
議
会
改
革
と
し
て
、

議
会
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に

議
会
報
告
会
を
行
う
の
で
は
な
く
、
議

会
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
と
し
、
一
例
と
し

て
、
議
会
で
の
手
話
通
訳
者
の
派
遣
や

母
子
専
用
の
傍
聴
室
の
設
置
、
「
議
会

を
開
き
ま
す
」
ポ
ス
タ
ー
の
民
間
路
線

バ
ス
等
へ
の
掲
載
な
ど
、
今
ま
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て
は
、
早
々
に
議

会
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
実
績
が
あ

り
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
会
議
に
必
要

な
資
料
が
入
っ
て
い
て
差
し
替
え
も
簡

単
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
環
境
に
優
し

い
。
コ
ス
ト
の
面
で
も
良
い
と
の
説
明

が
あ
り
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
完

全
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
場
合
、
紙
資
料
で

町
田
市
、
品
川
区
を

視
察
研
修

所
管
事
務
調
査
報
告

議
会
運
営
委
員
会

第４回 臨時会第４回 臨時会
令和４年度 一般会計補正予算令和４年度 一般会計補正予算

２億 9 7 3 6 万 2 0 0 0 円を追加２億 9 7 3 6 万 2 0 0 0 円を追加

≪一般会計補正予算の主な事業≫

▽交通系ＩＣＴカード導入事業

　1,083 万 9000 円

▽市民応援チケット事業

　１億 6,315 万 2000 円

▽トラック運送燃料高騰緊急支援事業

　402 万 6000 円

▽指定管理施設燃料費等高騰対策事業

　5,060 万円

▽県産米品質向上支援事業

　576 万 9000 円

▽大館能代空港３便化応援市内観光文化施設

　無料招待事業　2,940 万 6000 円
▽森吉山自然体験型イベント実証実験事業

　1,272 万円

▽学校給食支援事業

　894 万 9000 円

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

▽
住
民
参
画
に
つ
い
て

調
査
項
目

町田市ではＩＣＴ化を視察
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　第４回臨時会が８月１日に開かれ、上程され

た予算案１件を審議しました。

　今臨時会に上程された補正予算には、物価の

急激な高騰に伴う緊急支援予算が計上され、そ

のうち「市民応援チケット事業」は、市民全員

に１人あたり 5,000 円分のチケットを配布する

もので、予算額は１億 6315 万 2000 円。

　議案に対する質疑では、議員から「物価高騰

による市民の負担は非常に大きく、この金額で

は足りない。増額が必要では」との質疑があり、

市長は「この事業は、市民の経済的負担を軽減

を図るための、あくまでも応援事業である。少

しでも多く支給したい思いは私もあるが、やは

り財源に限りがあり、近隣市町村も参考にしな

がらこの金額とした」と答弁。審議の結果、全

会一致で原案のとおり可決しました。



　市議会では、皆さんの生活に直結した重要な問題を審議して

います。開かれた議会を目指し、どなたでも本会議の傍聴が可

能となっていますので、市議会の活動状況をぜひご覧くださる

ようお待ちしています。

　市議会では、皆さんの生活に直結した重要な問題を審議して

います。開かれた議会を目指し、どなたでも本会議の傍聴が可

能となっていますので、市議会の活動状況をぜひご覧くださる

ようお待ちしています。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

次の定例会は12月の予定です

総務文教（阿仁庁舎）／市民福祉（森吉庁舎）／産業建設（合川庁舎）各常任委員会の会場 

 

本
会
議
の
生
中
継
や
録
画
映
像
が

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

 

本
会
議
の
生
中
継
や
録
画
映
像
が

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す

操作①　メニューをクリック操作①　メニューをクリック

操作②

北秋田市議会

　　をクリック

操作②

北秋田市議会

　　をクリック 操作③

　市議会中継

　　　　をクリック

操作③

　市議会中継

　　　　をクリック

〔北秋田市ホームページ〕
①ＱＲコード読み取りアプリを起動して
　下のＱＲコードを読み取る

生中継・録画映像

配信先ＱＲコード

スマートフォン・タブレットスマートフォン・タブレットパ ソ コ ンパ ソ コ ン

〔議会中継のページへ〕

　操作④　再生をクリック

　（本会議の生中継がご覧になれます）

　操作④　再生をクリック

　（本会議の生中継がご覧になれます）

画面が切り替わりましたら、再生ボタン
を押してください。

市議会へご意 見をお寄せください市議会へご意 見をお寄せください
　市議会では、議会活動の活性化を図るため、市民の皆さんのご意見を募集しています。

●対　象　市内在住又は通勤通学をしている方

●方　法　手紙、FAX、メールなど（文字で

読める形式のもの）

●公　表　ご意見をホームページや広報紙で公

表する場合があります。

●あて先　〒０１８-３３９２

北秋田市花園町１９番１号

北秋田市議会事務局

●メール　gikai@city.kitaakita.akita.jp

●ＦＡＸ　（０１８６）６２-４８４５

15 市議会だより ぎかいの杜



北
秋
田
市
議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
11
月
1
日

N
O
.76

編
集
　
広
報
特
別
委
員
会

発
行
　
北
秋
田
市
議
会

〒
0
1
8
-
3
3
9
2
 
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
1
9
番
1
号

☎
0
1
8
6
-
6
2
-
6
6
2
4
 
F
A
X
0
1
8
6
-
6
2
-
4
8
4
5

市議会だより ぎかいの杜 16

９
月
９
月

８
月
８
月

７
月
７
月

10
月
10
月

19日・広報特別委員会

20日・北秋田市首都圏企業懇談会

21日・秋田県市議会議長会定例会

25日・議会運営委員会

29日・米代川治水期成同盟会、

秋田県北部国道７号整備

促進期成同盟会、日本海

沿岸東北自動車道建設促

進秋田県北部期成同盟会、

令和４年度合同総会

１日・第４回臨時会

　　・議会運営委員会

　　・広報特別委員会

２日・令和４年第３回北秋田市

上小阿仁村生活環境施設

組合議会定例会

４日・市民福祉常任委員会　　

所管事務調査

９日・総務文教常任委員会　　

所管事務調査

10日・秋田県北部市議会連絡協議

会正副議長・事務局長会議

18日・秋田県後期高齢者医療広

域連合議会臨時会

19日・一般国道103号線改築促

進期成同盟会、大館十和

田湖線工事促進期成同盟

会　令和４年度合同総会

22日・小阿仁川水系対策委員会

総会・小阿仁川流況調査

24日・産業建設常任委員会　　

所管事務調査

29日・議会運営委員会

31日・議会運営委員会

12日・９月定例会（初日）

　　・決算特別委員会全体会

　　・広報特別委員会

15日・本会議　一般質問①

16日・本会議　一般質問②

　　・議会運営委員会

20日・総務文教常任委員会

　　・市民福祉常任委員会

　　・産業建設常任委員会

26日～27日

　　・決算特別委員会分科会

　　　├ 総務文教分科会

　　　├ 市民福祉分科会

　　　└ 産業建設分科会

４日・決算特別委員会各分科会

６日・決算特別委員会全体会

　　・議会運営委員会

　　・広報特別委員会

11日・９月定例会（最終日）

　　・議会運営委員会

11日・一般国道103号改築促進

期成同盟会、大館十和田

湖線工事促進期成同盟会

合同視察

広
報
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

五
代
儀
義
富

福

岡

由

巳

佐
々
木
正
史

久
留
嶋
範
子

中

嶋

洋

子

佐

藤

文

信

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

９
月
９
月

議 会 の 動 き

＜７月16日～10月15日＞

８
月
８
月

７
月
７
月

10
月
10
月

19日・広報特別委員会

20日・北秋田市首都圏企業懇談会

21日・秋田県市議会議長会定例会

25日・議会運営委員会

29日・米代川治水期成同盟会、

秋田県北部国道７号整備

促進期成同盟会、日本海

沿岸東北自動車道建設促

進秋田県北部期成同盟会、

令和４年度合同総会

１日・第４回臨時会

　　・議会運営委員会

　　・広報特別委員会

２日・令和４年第３回北秋田市

上小阿仁村生活環境施設

組合議会定例会

４日・市民福祉常任委員会　　

所管事務調査

９日・総務文教常任委員会　　

所管事務調査

10日・秋田県北部市議会連絡協議

会正副議長・事務局長会議

18日・秋田県後期高齢者医療広

域連合議会臨時会

19日・一般国道103号線改築促

進期成同盟会、大館十和

田湖線工事促進期成同盟

会　令和４年度合同総会

22日・小阿仁川水系対策委員会

総会・小阿仁川流況調査

24日・産業建設常任委員会　　

所管事務調査

29日・議会運営委員会

31日・議会運営委員会

12日・９月定例会（初日）

　　・決算特別委員会全体会

　　・広報特別委員会

15日・本会議　一般質問①

16日・本会議　一般質問②

　　・議会運営委員会

20日・総務文教常任委員会

　　・市民福祉常任委員会

　　・産業建設常任委員会

26日～27日

　　・決算特別委員会分科会

　　　├ 総務文教分科会

　　　├ 市民福祉分科会

　　　└ 産業建設分科会

Ａ
班

［日時］　11月13日（日）　10時～12時

［場所］　市民ふれあいプラザ コムコム

＜班長＞虻川　敬

鷹巣地区

＜班員＞福田牧子／三浦倫美／長崎克彦

Ｂ
班

［日時］　11月13日（日）　10時～12時

［場所］　合川公民館

＜班長＞永井昌孝

合川地区

＜班員＞中嶋洋子／杉渕一弘／板垣　淳

Ｃ
班

［日時］　11月13日（日）　10時～12時

［場所］　森吉コミュニティセンター

＜班長＞佐藤文信

森吉地区

＜班員＞小笠原 寿／久留嶋範子／佐々木正史

　　　　佐藤光子

議会報告会議会報告会 を開催します。を開催します。

参加の申込みは不要です

　開かれた議会及び議会活性化を推進するため、議会報

告会を開催し、議会の活動状況をはじめ、特に議論とな

りました話題などについて報告します。

　参加の申込みは必要ございませんので、お誘いあわせ

の上、ぜひご参加ください。

Ｄ
班

［日時］　11月13日（日）　10時～12時

［場所］　阿仁ふるさと文化センター

＜班長＞佐藤重光

＜班員＞福岡由巳／松橋久敏／五代儀義富

テーマは、「コロナ対策」と「防災」

阿仁地区

４日・決算特別委員会各分科会

６日・決算特別委員会全体会

　　・議会運営委員会

　　・広報特別委員会

11日・９月定例会（最終日）

　　・議会運営委員会

11日・一般国道103号改築促進

期成同盟会、大館十和田

湖線工事促進期成同盟会

合同視察


	Ｐ01
	Ｐ02
	Ｐ03
	Ｐ04
	Ｐ05
	Ｐ06
	Ｐ07
	Ｐ08
	Ｐ09
	Ｐ10
	Ｐ11
	Ｐ12
	Ｐ13
	Ｐ14
	Ｐ15
	Ｐ16

